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新規指導対策講習会

参加者「気が楽になった」

保
団
連
大
会　

発
言
要
旨
（
１
面
の
つ
づ
き
）

矢
部
あ
づ
さ
代
議
員

国
保
統
一
化
や
め
よ

　

社
保
研
究
部
は
１
月
27

日
、「
新
規
個
別
指
導
対
策

講
習
会
〜
最
新
の
集
団
的
個

別
指
導
で
技
官
が
強
調
し
て

い
た
こ
と
と
は
〜
」
を
テ
ー

マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

安
積
中
社
保
研
究
部
員
が
講

師
を
務
め
23
人
が
参
加
し

た
。

　

安
積
氏
は
点
数
を
基
準
に

選
定
さ
れ
る
集
団
的
個
別
指

導
で
は
、「
保
険
医
と
は
保

険
診
療
の
ル
ー
ル
を
理
解
し

た
上
で
診
療
し
て
い
る
」
こ

と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と

し
、
算
定
要
件
の
正
確
な
理

解
の
必
要
性
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
指
導
の
場
で
問
わ
れ

る
算
定
要
件
に
つ
い
て
は
、

「
保
険
診
療
確
認
事
項
リ
ス

ト
（
歯
科
）」
を
確
認
し
カ

ル
テ
記
載
な
ど
の
徹
底
を
促

し
た
。
ま
た
、
高
点
数
に
さ

せ
な
い
た
め
に
実
際
の
治
療

ま
で
算
定
を
自
粛
し
な
い
よ

う
注
意
を
促
し
た
。

　

最
近
の
個
別
指
導
の
選
定

の
傾
向
は
従
業
員
や
患
者
な

ど
か
ら
の
情
報
提
供
が
主
で

あ
る
こ
と
や
、
患
者
自
身
が

診
療
内
容
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
随
時
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
、
診
療
内
容
の

丁
寧
な
説
明
が
今
後
一
層
問

わ
れ
て
く
る
と
強
調
し
た
。

　

臨
床
学
術
部
は
１
月
28

日
、「
総
義
歯
臨
床
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
―
特
に
総
義

歯
の
調
整
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
生
涯
研
修
講
座
を
開

催
し
た
。
岡
崎
定
司
氏
（
大

阪
歯
科
大
学
名
誉
教
授
・
写

真
）
が
講
師
を
務
め
た
。

　

岡
崎
氏
は
多
く
の
実
践
的

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

目
。
義
歯
の
調

整
で
は
、
①
粘

膜
面
の
調
整
、

②

合
調
整
、

総
義
歯
で
は
、

有
歯
顎
に
比

べ
、
最
大

合

力
を
発
揮
す
る
位
置
が
、
小

臼
歯
部
に
移
行
す
る
の
で
、

歯
槽
頂
間
線
法
則
に
従
い
片

側
性
の

合
平
衡
を
維
持
す

る
と
頬
側

頭
の
削
合
に
よ

り
Ω
型
の
人
工
歯
歯
列
と
な

る
。
安
静
時
の
中
切
歯
切
端

縁
か
ら
上
唇
下
縁
ま
で
の
露

出
程
度
は
若
年
者
女
性
＋
３

㎜
男
性+

２
㎜
中
年
＋
１
・

５
㎜
高
齢
者
０
か
ら
－
２
㎜

と
な
る
。
適
正
な

合
高
径

の
設
定
が
大
切
。
義
歯
は
異

物
な
の
で
、
固
有
口
腔
を
広

く
し
、
必
要
最
低
限
の
大
き

さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

義
歯
の
製
作
で
は
、
作
業
工

程
が
多
い
ほ
ど
エ
ラ
ー
が
多

く
な
り

合
高
径
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。
特
殊
な
義

歯
で
は
、嚥
下
補
助
床
、顎
補

綴
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

 

（
臨
床
学
術
部
・
近
藤
正
）

　

質
疑
で
は
、
継
続
管
理
と

初
診
の
考
え
方
や
、
保
険
医

登
録
の
在
り
方
、
指
導
前
に

す
べ
き
こ
と
、
施
設
基
準
要

件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場

合
の
取
り
扱
い
な
ど
広
範
な

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
安
積
氏

は
丁
寧
に
回
答
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
指
導
が
た
だ
た

だ
怖
か
っ
た
が
、
指
導
内
容

を
理
解
す
る
と
気
が
楽
に
な

っ
た
。
し
っ
か
り
カ
ル
テ
を

記
載
し
て
い
き
た
い
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

維
新
府
政
下
で
、
大
阪
府

の
国
保
料
は
２
０
２
３
年

度
、
年
収
４
０
０
万
円
の
４

人
世
帯
の
試
算
で
年
間
約
50

万
円
超
と
い
う
、
全
国
最
悪

水
準
の
保
険
料
と
な
っ
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
に
対
し
、

府
内
の
各
自
治
体
か
ら
現
在

も
強
い
見
直
し
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

　

維
新
市
政
で

は
な
い
寝
屋
川

市
で
は
、
府
の

国
保
統
一
方
針

を
批
判
す
る
旨

の
チ
ラ
シ
を
、

全
て
の
市
内
国

保
加
入
者
に
送

　

当
日
、

府
の
担
当
者
か

ら
、
法
定
外
繰
り
入
れ
を
検

討
す
る
旨
の
回
答
を
引
き
出

し
た
。
様
々
な
現
場
か
ら
の

声
を
突
き
つ
け
た
運
動
の
成

果
で
あ
る
。

　

物
価
高
騰
等
に
よ
る
大
阪

府
民
・
市
民
の
生
活
苦
を
よ

そ
に
、
カ
ジ
ノ
を
跡
地
利
用

に
も
く
ろ
ん
だ
関
西
・
大
阪

万
博
な
ど
、
不
要
な
大
型
公

共
事
業
に
府
税
・
市
税
を
投

入
す
る
こ
と
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。

　

住
民
の
生
活
を
守
り
、
健

康
と
安
全
を
優
先
に
考
え
る

立
場
か
ら
、
大
阪
・
関
西
万

博
は
中
止
す
る
し
か
な
い
。

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

は
、
引
き
続
き
、
社
保
協
や

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
共
同

し
、
府
民
の
生
活
を
守
る
運

動
に
取
り
組
む
。

付
す
る
事
態
ま
で
起
こ
っ
て

い
る
。

　

協
会
は
12
月
14
日
に
取
り

組
ん
だ
大
阪
府
と
の
交
渉

で
、
保
険
料
高
騰
の
原
因
で

あ
る
国
保
の
統
一
化
を
や
め

る
こ
と
、
保
険
料
を
下
げ
る

た
め
一
般
会
計
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
う
こ
と
を
要
望
し

た
。

矢部あづさ代議員

　

今
回
は
事
業
承
継
で
の
成

功
と
失
敗
を
紹
介
し
ま
す
。

　

成
功
す
る
か
否
か
は
、
来

院
患
者
数
と
医
業
収
支
の
状

況
に
か
な
り
左
右
さ
れ
ま

す
。
医
業
収
入
が
出
来
れ
ば

年
間
５
０
０
０
万
円
以
上
あ

れ
ば
、
承
継
の
可
能
性
は
グ

ッ
と
上
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
建
物
や
機
器
の
経
年
数

も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

通
勤
の
こ
と
も
あ
り
開
業
地

に
も
関
心
が
高
い
で
す
。

　

開
業
を
目
指
す
先
生
の
年

齢
は
30
歳
代
が
多
く
、
開
業

と
い
う
夢
を
抱
い
て
案
件
を

見
に
来
ら
れ
ま
す
。
譲
渡
側

の
意
向
と
は
関
係
な
く
厳
し

い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
延
々
と
築
い

て
き
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
他
人

か
ら
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
感

じ
を
受
け
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
感
情
を
逆
な

で
さ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
こ

こ
は
我
慢
し
て
、
患
者
さ
ん

を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
冷
静
に
対
応
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

実
例
を
お
話
し
ま
す
。
大

阪
府
下
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
医

科
）
は
医
業
収
入
が
約
８
５

０
０
万
円
、
内
収
益
は
約
３

５
０
０
万
円
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。
院
長
は
70
歳
を
も
っ

て
引
退
す
る
と
宣
言
し
、
承

継
先
の
紹
介
を
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。

　

患
者
さ
ん
も
多
い
こ
と
か

ら
譲
受
を
希
望
す
る
先
生
が

10
人
現
れ
ま
し
た
が
、
全
員

辞
退
を
さ
れ
ま
し
た
。
最
大

の
理
由
は
、
譲
渡
す
る
院
長

が
培
っ
て
き
た
患
者
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
や
親
密
度
を
自

分
も
築
け
ら
れ
る
か
不
安
に

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
建
物
の
老
朽

化
、
機
器
の
更
新
の
必
要

性
、
２
階
の
テ
ナ
ン
ト
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
こ
と
も

マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
ま
し

た
。

　

結
局
、
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
承
継
は
11
人
目
で
着
地
し

ま
し
た
。
11
人
目
は
訪
問
を

中
心
に
運
営
し
て
い
る
法
人

で
し
た
。
現
在
継
続
し
て
診

療
し
て
い
ま
す
が
、
診
療
所

名
は
以
前
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。
元
院
長
と
は
全
く

関
係
が
な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

す
が
、
患
者
さ
ん
は
そ
う
は

思
い
ま
せ
ん
。
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
名
称
使
用
を
認
め
た
も
の

の
、
契
約
書
で
使
用
期
限
を

定
め
て
お
く
べ
き
で
し
た
。

弁
護
士
を
通
じ
て
契
約
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
が
、

こ
の
点
だ
け
は
反
省
し
て
い

ま
す
。

　

今
、
自
分
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
ど
う
畳
む
か
ご
検
討
中
の

先
生
方
に
お
伝
え
し
た
の

は
、
①
早
い
時
期
か
ら
閉
め

る
時
期
を
決
め
る
②
そ
の
相

談
を
専
門
の
会
社
と
相
談
す

る
③
欲
張
ら
な
い
こ
と
―
―

だ
と
思
い
ま
す
。

成
功
と
失
敗
の
要
因
は
ど
こ
に

11
人
目
で
成
約
に
至
っ
た
例
も

エニータイムヘルスケア
コンサルティング株式会社
代表取締役社長　牟田修

今の医院承継
⑤

１
月
度
生
涯
研
修
講
座

実
践
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

　

１
義
歯
の
調
整
、
２
義
歯

の
製
作
、
３
特
殊
な
義
歯
、

４
義
歯
用
安
定
剤
の
４
項


